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率は，1999 年には 21.4% にまで上昇した。
















































「iPhone」が発売 ( アメリカ )

































　2000 年と 2015 年を比較して，消費者が商品・サー
ビスを購入することに対する価値観がどのように変
化したのかを示したものが図 1 である。
















50% 以上に対し，2000 年代には「1 年未満」，「1 〜
2 年未満」だと回答した企業が 50% 以上になってい
る。さらに，1970 年代には 20% にも満たなかった「1










効回答 227 社）の結果である。主力製品の 2007 年


























野村総合研究所『生活者 1万人アンケート (8 回目) にみる日本人の価値観・消費行動の変化』(35頁)[4]
図2：ヒット商品のライフサイクル




























































Google や Amazon が日本でサービスを開始した
2000 年（普及率 37.1%）から 2015 年にかけて，安
いものから，自らの感性に合うものへと変化して





























































経済産業省『製造基盤白書 2016 年版』(126 頁) [1]
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　また，IMJ ビジネスコンサルティングが 2006 年
に実施したインターネットリサーチ [7] では次のよ
うな結果が出ている。日本におけるインターネット


























































消費者庁『SNS の動向整理』(21 頁) [6]
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及と SNS の第 2 次成長期が考えられる。
　次にインターネット広告費が上昇したのが 2014
年で，前年比は +566 億円である。また，2015 年の
前年比は +703 億円，2016 年の前年比は +822 億円，














































2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
インターネット広告費 運用型広告費の割合
















































　図 10 は日本における SNS 利用者と SNS 利用率
の推移を示している。SNS の利用者数（アクティ
ブユーザ）は年々増加傾向にあることが読み取れる。
SNS 利用者数が 2012 年においては 4965 万人だっ
たのに対し，2018 年には 2521 万人増加して 7486
万人になると推測されている。（2016 年から 2018
年にかけては見込みの数値）





特に，30 代と 60 代においては半数が購入した経験
表2：テレビの価格推移表
表3：冷蔵庫の価格推移表
型番 発売日 初値 現在の最安値 差額 値下がり率
テレビ（メーカー：SONY　シリーズ：BRAVIA）（2019/5/14 時点）



















「価格 .com」        より筆者作成[10]
型番 発売日 初値 現在の最安値 差額 値下がり率
冷蔵庫（メーカー：日立　シリーズ：真空チルド）（2019/5/14 時点）











































SNS 利用者数 SNS 利用率




















　図 12 は SNS の公式アカウントの投稿をきっかけ
として商品・サービスを購入した経験の有無を示し
たものである。図 11 において購入経験の割合が高





　図 13 は SNS における知人・友人等の投稿をきっ
かけとした商品・サービスの購入経験を示したもの
である。各年代において図 11，図 12 と比較すると







　Ⅲ章で示した表 1 より，日本における SNS 誕生
の年は 2004 年とした。また，SNS の第 2 次成長
期は 2008 年前後とした。そこで，SNS 誕生の年







る。「株式会社 mixi」のニュースリリース [12] では，





















































































































　「 目 的 と CTA」 と は，「Instagram」 上 で 広 告
の目的を選択することができ，それに伴い適切な
CTA を設定することができることを指す。CTA と




















































































(n=148) 大企業 (n=3,396) 中小大企業










































































































歴 史 」（2018/10/14 閲 覧 s  https://www.daj.
jp/20th/history/
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